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東
日
本
本
部
・
藤
野
副
委
員
長
の
司
会
で
始
ま
り
、

本
部
・
田
中
副
委
員
長
か
ら
主
催
者
挨
拶
と
問
題
提
起

が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
東
日
本
と
西
日
本
で
組
織
拡
大
を
達
成
し

た
四
つ
の
機
関
か
ら
の
取
り
組
み
の
報
告
が
行
わ
れ
、

一
部
の
最
後
に
は
、
元
気
に
「
私
は
、
だ
か
ら
国
労

だ
！
」
と
の
報
告
を
受
け
満
場
の
拍
手
を
浴
び
た
。

第
二
部
は
、
八
つ
に
分
か
れ
て
分
散
交
流
を
行
い
、

具
体
的
な
取
り
組
み
と
突
合
せ
が
時
間
を
惜
し
ん
で
続

け
ら
れ
た
。

翌
日
は
、
前
日
の
分
散
交
流
会
座
長
の
感
想
が
報
告

さ
れ
、
北
海
道
か
ら
の
特
別
報
告
、
東
日
本
本
部
と
西

日
本
本
部
両
書
記
長
に
よ
る
決
意
表
明
、
芝
崎
中
執
の

集
約
が
行
わ
れ
、
因
泥
青
年
部
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
ー

で
、
各
地
に
帰
っ
て
組
織
拡
大
に
ま
い
進
す
る
決
意
を

固
め
あ
っ
た
。

だ
東
労
組
組
合
員
で
あ
る
メ
セ
長
が
、
お
前
が
代

わ
っ
た
お
か
げ
で
東
労
組
が
混
乱
し
て
い
る
と
、

毎
日
の
よ
う
に
言
っ
て
く
る
」
「
こ
れ
か
ら
何
が

あ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
協
力
を
お
願
い
す
る
」

と
現
状
の
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。

続
い
て
、
本
人
の
松
尾
君
が
「
東
労
組
に
居
た

ら
自
分
が
つ
ぶ
れ
る
の
で
国
労
に
代
わ
っ
た
」

「
東
労
組
に
居
た
方
が
い
い
と
言
わ
せ
な
い
よ
う

に
し
た
い
」
「
国
労
で
自
分
を
輝
か
せ
た
い
」
と

決
意
を
語
っ
た
。

来
賓
を
代
表
し
た
東
日
本
本
部
・
伊
藤
委
員
長

か
ら
「
一
一
月
六
日
に
包
括
的
和
解
の
調
印
が
行

わ
れ
、
八
日
に
実
家
（
出
身
地
区
本
部
）
か
ら
拡

取
り
組
み
で
、
各
派
の
議
員
が
真
剣
に
私
た
ち
の
訴

え
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
た
」「
不
採
用
事
件
の
解
決

と
安
全
・
安
定
輸
送
確
立
の
取
り
組
み
を
固
く
結
び

つ
け
、
職
場
か
ら
一
歩
一
歩
運
動
を
築
い
て
い
る
」

等
、
一
日
も
早
い
解
決
に
む
け
た
職
場
・
地
域
か
ら

の
取
り
組
み
の
報
告
を
受
け
た
。

ま
た
、
藤
崎
全
労
協
議
長
を
は
じ
め
共
闘
の
仲
間

た
ち
も
駆
け
つ
け
、
全
水
道
東
水
労
の
贄
川
さ
ん
か

ら
は
「
困
難
な
道
が
あ
っ
て
も
二
〇
年
の
闘
い
を
無

に
し
な
い
運
動
を
、
私
た
ち
も
国
労
と
共
に
闘
う
」

と
力
強
い
激
励
を
い
た
だ
い
た
。

そ
し
て
全
国
の
闘
争
団
の
仲
間
た
ち
か
ら
「
政

一
一
月
二
二
日
、
横
浜
信
号
通
信
技
術
セ
ン
タ

ー
で
一
一
月
八
日
国
労
に
加
入
し
た
松
尾
君
（
二

〇
歳
）
の
激
励
歓
迎
会
が
開
催
さ
れ
た
。

「
昇
進
和
解
・
包
括
和
解
後
初
め
て
の
加
入
で

す
が
、
ま
だ
実
感
で
き
て
い
な
い
ん
で
す
」
と
、

戸
惑
い
を
隠
さ
な
い
吉
村
分
会
書
記
長
の
司
会
で

始
ま
り
、
菊
島
分
会
長
か
ら
国
労
加
入
に
至
っ
た

経
過
報
告
が
さ
れ
た
後
「
加
入
後
、
東
労
組
の
地

本
役
員
や
青
年
部
の
役
員
が
話
が
し
た
い
と
来
た

が
、
本
人
が
話
す
こ
と
は
な
い
と
言
っ
た
ら
引
き

下
が
り
、
そ
の
後
は
何
も
言
っ
て
来
な
い
」
「
た

不
採
用
事
件
の
早
期
解
決
を
め
ざ
す
取
り
組
み

は
、
こ
の
期
に
何
と
し
て
も
政
府
の
決
断
に
よ
る
政

治
解
決
実
現
に
向
け
、
一
一
月
初
旬
か
ら
一
二
月
初

旬
に
か
け
て
、
国
会
議
員
会
館
前
座
り
込
み
、
国
土

交
通
省
前
宣
伝
行
動
、
各
地
区
本
部
・
支
部
に
よ
る

独
自
宣
伝
行
動
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

皮
切
り
は
、
一
一
月
一
四
日
の
国
土
交
通
省
前
宣

伝
行
動
で
、
笹
原
書
記
長
の
司
会
の
も
と
、
阿
部
委

員
長
の
不
採
用
事
件
の
早
期
解
決
に
向
け
た
力
強
い

決
意
表
明
で
進
め
ら
れ
た
。

結
集
し
た
東
京
地
本
内
の
各
級
機
関
、
そ
し
て
東

海
本
部
の
各
級
機
関
か
ら
は
「
自
治
体
決
議
採
択
の

大
の
知
ら
せ
を
い
た
だ
い
た
。
東
日
本
の
青
年
部

員
二
六
人
の
中
で
最
も
若
い
組
合
員
の
誕
生
だ
。

国
労
の
財
産
を
引
き
継
い
で
欲
し
い
。
技
術
継
承

や
仲
間
を
増
や
す
こ
と
を
考
え
て
欲
し
い
。
国
労

に
入
っ
て
明
る
く
な
っ
た
、
仕
事
が
よ
く
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
下
さ

い
」
と
激
励
を
受
け
た
。

東
京
地
本
か
ら
宮

教
宣
部
長
が
代
表
し
て
駆

け
つ
け
、
国
労
手
帳
と
国
労
バ
ッ
ジ
が
手
渡
さ
れ

た
後
、
和
気
藹
々
の
交
流
が
続
け
ら
れ
、
ま
す
ま

す
の
組
織
拡
大
の
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

府
・
国
土
交
通
省
は
責
任
を
果
た
せ
」「
人
の
人
生

を
も
て
あ
そ
ぶ
こ
と
は
許
さ
な
い
」「
不
採
用
事
件

の
年
内
解
決
に
む
け
家
族
と
一
丸
と
な
り
全
力
を
あ

げ
る
」
等
、
固
い
決
意
表
明
を
受
け
、
国
土
交
通
省

に
向
け
て
一
刻
も
早
い
政
治
解
決
を
訴
え
た
。

一
一
月
二
一
日
に
行
わ
れ
た
第
二
回
目
の
国
土
交

通
省
前
宣
伝
行
動
に
は
、
北
海
道
新
聞
が
取
材
に
来

る
な
か
、
東
京
自
治
労
連
の
矢
吹
副
委
員
長
と
北
区

労
連
の
野
中
事
務
局
次
長
が
激
励
に
駆
け
つ
け
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
。
更
に
、
野
中
事
務
局
次
長
か
ら
は

一
万
円
の
カ
ン
パ
も
頂
い
た
。

組
織
拡
大
の
大
き
な
流
れ
を

創
り
だ
そ
う
！
を
合
言
葉
に
、

一
一
月
一
九
日
か
ら
二
〇
日
ま

で
、
本
部
主
催
に
よ
る
第
一
回

組
織
拡
大
経
験
交
流
集
会
が
熱

海
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。

今年２月に加入した彦田君（24才・右）から松尾君（20才・左）に檄紙
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会
さ
せ
る
上
で
国
労
が
Ｉ
Ｌ
Ｏ
に
援
助
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
要
請
し
た
こ
と
に
十
分
留
意
す
る
』
『
委

員
会
は
、
日
本
政
府
に
対
し
、
こ
の
長
期
化
し
た

労
働
争
議
を
関
係
当
事
者
す
べ
て
が
満
足
す
る
解

決
に
到
達
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
Ｉ
Ｌ

Ｏ
援
助
の
受
け
入
れ
を
真
剣
に
検
討
す
る
よ
う
要

請
す
る
』
な
ど
、
従
来
の
勧
告
か
ら
一
歩
踏
み
出

し
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
自
身
の
関
与
を
求
め
る
積
極
的
か
つ

具
体
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
報
告
は
、
国
労

が
求
め
て
い
る
『
話
し
合
い
に
よ
る
政
治
的
解
決
』

へ
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
支
持
が
明
確
に
示
さ
れ
て
お
り
心

か
ら
歓
迎
す
る
。
国
労
は
、
報
告
を
重
く
受
け
と

め
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
協
力
を
得
て
政
治
的

解
決
へ
の
プ
ロ
セ
ス
が
示
さ
れ
る
な
ら
、
解
決
に

む
け
た
最
後
の
機
会
と
捉
え
、
そ
の
実
現
の
た
め

八
王
子
地
区
本
部
は
、
一
一
月
七
日
地
区
本
部

全
分
会
長
会
議
を
開
催
し
、
①
バ
ッ
ジ
事
件
を
含

む
出
向
・
配
転
四
〇
事
件
の
包
括
的
和
解
、
②
出

向
協
定
締
結
の
経
過
、
③
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
早

期
解
決
に
向
け
た
状
況
と
今
後
の
闘
い
、
④
Ｊ
Ｒ

の
効
率
化
施
策
と
の
闘
い
な
ど
、
一
〇
月
七
日
に

行
わ
れ
た
第
一
〇
回
定
期
地
区
本
部
大
会
以
降
の

情
勢
の
突
合
せ
と
具
体
的
な
闘
い
の
意
思
統
一
を

図
っ
た
。

包
括
的
和
解
や
出
向
協
定
に
つ
い
て
は
、
地
区

本
部
大
会
で
も
発
言
が
あ
っ
た
が
、
あ
ら
た
め
て

和
解
と
協
定
化
さ
れ
て
以
降
の
職
場
の
意
見
と
し

て
「
も
う
少
し
職
場
で
の
討
論
を
保
障
し
て
欲
し

か
っ
た
」
「
二
〇
年
間
差
別
さ
れ
た
代
償
が
、
こ

の
程
度
の
解
決
金
な
の
か
」
と
い
う
意
見
の
一
方
、

「
今
後
の
闘
い
方
が
大
切
。
特
に
こ
の
和
解
を
現

場
で
ど
う
活
か
す
の
か
。
現
場
管
理
者
へ
の
周
知

�

り
、
準
優
勝
に
輝
い
た
。

東
京
地
本
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
も
来
年
一
月
一
三

日
に
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
既
に
指
示
を
発

し
て
い
る
。
多
く
の
参
加
者
の
奮
闘
を
期
待
す
る
。

【
結
果
】

∧
個
人
（
五
㎞
）
の
部
∨

第
四
位
　
松
本
涼
平
　
大
宮
総
合
車
両
セ
家
族

第
六
位
　
林
　
信
行
　
上
野
・
田
端
機
関
区

∧
駅
伝
マ
ラ
ソ
ン
の
部
∨

準
優
勝
　
チ
ー
ム
か
な
が
わ

第
一
走
者

長
谷
川
雄
次

第
二
走
者

吉
田

孝
志

第
三
走
者

鈴
木

良
雄

第
四
走
者

越
智
　
　
隆

第
五
走
者

神
田
　
順
二

第
六
走
者

広
瀬
　
裕
二

一
一
月
一
五
日
Ｉ
Ｌ
Ｏ
理
事
会
は
Ｊ
Ｒ
不
採
用

事
件
に
関
し
て
、
結
社
の
自
由
委
員
会
報
告
を
採

択
し
た
。
翌
一
六
日
、
国
労
本
部
は
以
下
の
声
明

を
発
表
し
た
。

「
こ
の
報
告
は
、
一
九
九
九
年
の
中
間
勧
告
以

来
七
度
目
の
も
の
と
な
る
が
、
一
〇
月
一
〇
日
付

の
国
労
書
簡
、
一
〇
月
末
に
来
日
し
た
Ｉ
Ｌ
Ｏ
高

官
に
よ
る
政
府
や
関
係
当
事
者
な
ど
に
対
す
る
幅

広
い
事
情
聴
取
を
経
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
お
よ
び
関
係
各
位
の
ご
努
力
に
深
甚
な
る

敬
意
を
表
す
る
。
報
告
の
主
旨
は
『
国
労
が
直
近

の
書
簡
の
中
で
懸
案
事
項
に
つ
い
て
交
渉
を
通
じ

た
政
治
解
決
を
探
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
る
と

の
表
明
を
行
っ
た
こ
と
を
歓
迎
す
る
』
『
委
員
会

は
、
そ
の
実
現
に
む
け
て
関
係
当
事
者
を
一
堂
に

家
族
の
経
済
的
・
精
神
的
苦
痛
は
極
限
に
達
し
て
い

る
。
解
決
を
見
ず
し
て
死
亡
し
た
組
合
員
は
三
五
名

に
達
し
、
闘
病
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
者
も

多
い
。
北
海
道
・
東
京
都
議
会
を
は
じ
め
と
す
る
全

国
六
七
四
自
治
体
の
意
見
書
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
人
道
的
立
場
か
ら
も
ま
さ
に
憂
慮
す
べ
き
事
態

と
な
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
関
係
当
事
者
の
団

結
を
大
事
に
し
、
全
機
関
の
本
部
へ
の
集
中
を
図
り

な
が
ら
、
全
国
の
支
援
共
闘
の
仲
間
と
と
も
に
早
期

解
決
実
現
に
む
か
っ
て
奮
闘
す
る
。」

と
い
う
も
の
。

こ
の
勧
告
を
全
組
合
員
の
も
の
と
し
、
早
期
解
決

に
向
け
全
力
を
あ
げ
よ
う
。

徹
底
を
」
「
八
王
子
に
は
兼
務
者
が
い
る
が
そ
の

人
達
を
ど
う
戻
す
の
か
」
と
い
う
、
今
後
の
闘
い

に
目
を
向
け
て
い
く
意
見
も
出
さ
れ
た
。

ま
た
出
向
協
定
に
つ
い
て
は
「
出
向
を
経
験
し

て
い
る
人
の
意
見
も
聞
い
て
欲
し
か
っ
た
。
協
定

化
し
た
か
ら
と
い
っ
て
も
本
人
の
不
利
益
が
あ
れ

ば
抗
議
を
す
べ
き
で
は
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ

た
。
地
区
本
部
と
し
て
、
協
定
化
＝
認
め
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
①
問
題
の
是
正
を
図
っ
て
い

く
こ
と
、
②
本
人
同
意
、
③
出
向
期
間
の
厳
守
を

求
め
る
闘
い
の
強
化
を
提
起
し
て
き
た
。

和
解
や
協
定
化
し
た
か
ら
闘
い
は
終
わ
り
で
は

な
い
。
そ
の
た
め
に
地
区
本
部
と
し
て
「
今
後
の

取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、
①
差
別
の
是
正
と
労
使

関
係
正
常
化
を
求
め
る
闘
い
、
②
「
仕
事
・
安
全

総
点
検
運
動
」
を
軸
と
し
て
職
場
労
働
条
件
改
善

の
闘
い
と
一
体
と
な
っ
て
や
り
き
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

年
末
の
行
動
も
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
和
解

を
契
機
に
採
用
差
別
事
件
の
早
期
解
決
の
闘
い
が
前

進
す
る
た
め
、
全
分
会
が
全
力
を
あ
げ
て
闘
う
こ
と

を
意
思
統
一
し
た
。

（
八
王
子
地
区
本
部
教
宣
部
発
）

一
一
月
一
一
日
、
東
日
本
本
部
主
催
の
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
、
皇
居
に
て
行
わ
れ
た
。

当
日
は
朝
か
ら
雨
･･･。
誰
が
雨
男
か
と
、
擦
り

合
う
中
、
個
人
マ
ラ
ソ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
途

中
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
、
ど
し
ゃ

に
全
力
を
尽
く
す
決
意
で
あ
る
。
国
労
は
、
政
府

が
こ
の
勧
告
を
尊
重
し
、
す
み
や
か
に
対
処
す
る

こ
と
を
強
く
求
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
本
件
は
、

国
鉄
分
割
・
民
営
化
以
来
、
未
解
決
の
ま
ま
二
〇

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
該
組
合
員
・

降
り
の
雨
が
選
手
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
調
整
を
難

し
く
す
る
も
の
の
、
大
会
は
粛
々
と
行
わ
れ
た
。

東
京
地
本
か
ら
は
、
団
体
七
チ
ー
ム
、
延
べ
五

五
名
が
参
加
。
個
人
マ
ラ
ソ
ン
の
部
五
ｋ
ｍ
で
は
、

大
宮
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
松
本
さ
ん
の
家
族
が
四

位
に
入
り
、
駅
伝
マ
ラ
ソ
ン
の
部
で
は
、
五
区
終

了
時
点
で
入
賞
が
危
う
か
っ
た
神
奈
川
チ
ー
ム
が
、

最
終
走
者
の
広
瀬
東
京
地
本
監
査
員
の
激
走
に
よ

10月７日に開催された定期地区本部大会

駅伝マラソンのスタート


